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令和２年度 公益財団法人 庄内地域産業振興センター 

事 業 計 画 書 

 

〔基本方針〕 

我が国経済は、米中間の通商問題を巡る動向及び影響により、製造業を中心に若干の

弱さはあるものの、政府による積極的な経済成長政策のもと、雇用・所得環境の改善を

背景に緩やかな回復が続くことが期待されていましたが、新型コロナウイルス感染症が

アジアから欧州、そして米国にまで拡散したことで、世界規模の景気減速の影響を受け

る懸念があります。 

地域の中小企業・小規模事業者においては、人口減少、少子高齢化が進む中で事業承

継や人材確保の問題、ＩＴ活用による生産性向上への取り組み、デジタルシフトへの対

応などの時代の変化による経営課題の他に、今回の新型コロナウイルス禍による実体経

済への深刻なダメージを直接被る可能性が高まっている状況です。 

このような経済環境の中、当財団では、関係自治体や産業支援機関との連携協力を図

りながら、地域企業のニーズやこれまでに実施してきた事業成果等を踏まえ、ものづく

りの高度化、販売促進・取引拡大、新たな商品・サービスの創出支援など、以下の事業

に重点的に取り組み、地域の中小企業・小規模事業者が抱える様々な経営課題解決に向

けた支援に努めてまいります。 

 

 

（重点事項） 

 

１．新たな価値創造に取り組む企業活動や創業への支援 

山形県よろず支援拠点や鶴岡信用金庫との連携協力の取り組みをはじめ、関係自

治体や他の産業支援機関との積極的な連携を図り、新たな価値の創造に取り組む地

域企業や独創的なアイディアと行動力で創業をめざす起業家に対し、事業化や販路

開拓等直面する経営課題の相談・アドバイスを行います。また、モバイル端末の普

及に伴うデジタルを活用した新事業展開の促進やＩｏＴ等の先進技術を活用するた

めの実践型セミナーを実施し、新たな商品・サービス創出に向け活動・実践する企

業を支援します。更にものづくり現場の生産改善等の相談・指導やその事例発表会

の実施を通して、地域のものづくり企業の生産性向上を支援するほか、経営力強化・

新事業創出をめざし有機的な連携を行う地域企業の取り組みに対し支援します。 

 

２．企業競争力向上・変革に対応できる産業人材の育成 

職務別研修、ビジネス実務研修やものづくりの現場で力を発揮する生産改善・品質
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管理研修、事業経営人材研修等、地域企業をめぐる環境変化に対応した体系的な人材

育成プログラムを実施し、地域企業の経営革新や新規事業に向けた取り組みの中核を

担う産業人材の育成を支援します。 

 

３．産学連携によるバイオテクノロジーを活用した研究開発の促進と事業化の支援 

慶應義塾大学先端生命科学研究所、山形大学農学部、県内公設試験研究機関等の先

導的なバイオ研究シーズを活用したバイオ技術産業の創出を目指し、県内企業のニー

ズと学術研究機関のシーズのマッチングを図り、共同研究や産学官の研究交流等の促

進による研究開発・事業化等の取り組みを支援するほか、国立がん研究センター、慶

應義塾大学先端生命科学研究所の共同によるがんメタボローム研究を推進するととも

にその研究成果を事業化に結び付け、関連産業の集積やベンチャー企業の創出を支援

します。また、地域企業が研究機関との研究共同体を構成し、特定ものづくり基盤技

術の向上につながる研究開発や事業化に向けた取り組みを支援します。 

 

４．公の施設の管理運営・利活用の促進 

施設の設置目的及び指定管理者制度に基づき、施設の適正な管理運営と積極的

な広報宣伝に努め、利用者の多様なニーズに対応するとともに、企業研修やセミ

ナーといった自主企画事業の実施により施設の有効利用を促進します。 
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Ⅰ 公益目的事業 

 

 

１ 企業経営力強化支援事業（事業費 18,138 千円／鶴岡市・財団） 

 

１－１ 経営サポート・新事業支援事業（9,313 千円） 

活力ある地域経済形成のため、独創的な技術・独自のアイディアによる起業や経営革

新・生産改善をめざす地域企業に対し、課題解決のためのセミナーや専門のアドバイス

等を行うほか、デジタルデバイスを活用した新たなビジネスの創出や将来に向けて戦略

的かつ発展的な経営を目指す企業活動を支援する。 

（１）経営実践セミナー等の実施 

地域中小企業・小規模事業者の持続的な成長と収益力向上のため、次世代経営幹

部を対象としたセミナー、ＩｏＴ活用による生産性向上やデジタルデバイスを活用

した顧客獲得手法を習得する実践的セミナー等を実施する。また、県内産業支援機

関・金融機関等との連携協力を図り、その特色を活かした各種ビジネスセミナーや

相談会を共催し、地域企業の事業創出、課題解決に対し効果的な支援を行う。 

（２）起業応援セミナー等の実施 

鶴岡市の創業支援計画に基づく創業支援事業者として、地域の起業促進、起業マ

インド醸成のためのセミナーや起業の成長段階で必要とされる経営手法、マネジメ

ント能力向上のための各種講座を実施する。 

（３）改善指導コーディネーターによる製造業の生産改善相談・指導 

コーディネーター・専門家が生産性向上、省力化といったものづくり企業のニー

ズに対し課題抽出と改善指導を行い、地域ものづくり企業の競争力向上を支援する。 

（４）地域企業による改善活動事例発表会の開催 

生産現場で改善活動に積極的に取り組んでいる企業の改善事例の発表や参加者

による意見交換により、現場改善機運の醸成を図ることを目的に「改善事例発表会」

を開催する。 

 

１－２ 起業家育成施設事業者・創業予定者への経営相談・助言（8,405 千円） 

起業家育成施設入居事業者及び入居希望者に対し、経営課題解決のアドバイスや専門

家による販路開拓指導等の支援を行う。また、起業家育成施設内に開設したコワーキン

グスペースにおいて、起業家・起業予定者等を対象とした起業・マネジメントに関する

ワークショップ、交流会、悩み相談会を実施し、起業気運醸成と起業課題解決に向けた

支援を行う。 
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１－３ 企業間・産学交流連携促進事業（420 千円） 

経営者の相互交流による経営革新・取引連携の促進を目的に、時勢に即したテーマに

よる経営セミナーを実施する。 

 

 

２ 産業人材育成事業（事業費 12,844 千円／鶴岡市・財団） 

 

２－１ 企業立地産業人材育成事業（821 千円） 

企業立地や製造業の事業高度化につながる、ものづくりの中核となる人材の育成を目

的に、製造現場の生産性・品質向上等の各種研修を実施する。 

（１）生産管理者・生産改善研修の実施 

製造現場における生産性向上、品質管理に有効な手法や生産改善等に係る知識を

習得する研修を実施し、製造現場の中核となる人材を育成する。 

 

２－２ 職業能力開発講座事業（12,023 千円） 

業種別の横断的な人材育成研修、ビジネス実務・経営管理に関する研修や若年者の職

業意識向上と早期戦力化をはかるセミナーの実施により、地域産業の発展に貢献できる

人材の育成をめざす。 

（１）職業能力開発講座の実施 

地域産業の競争力向上を担う産業人材の育成・強化を目的に、社会人基礎力、階

層別専門能力、ビジネス実践力等を補強する職務・職種別の職業能力開発講座及び

新事業創造や社内プロジェクト推進等、戦略的な事業展開ができる次世代リーダー、

事業経営人材を育成するマネジメント講座等を実施するとともに、企業独自の社内

研修を支援する。 

（２）新社会人就職スタートセミナー等の実施 

来春就職予定の高校３年生(新入社員)を対象に、企業の早期戦力となるために必

要な社会人としての知識やビジネススキル習得のためのセミナーを実施する。また、

就職活動を控えた高校２年生向けに職業観の醸成と地域企業に対する就職志向の

向上をはかる職業紹介セミナーを実施する。 

 

 

３ 産学共同研究等促進支援事業（事業費 361,856 千円／国・山形県・ 

鶴岡市・財団） 
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３－１ バイオクラスター形成促進事業（308,056 千円） 

山形県バイオクラスター形成推進会議(会長 山形県知事)の事業推進機関として、慶

應義塾大学先端生命科学研究所(慶應先端研)、山形大学農学部や県公設試等の先導的な

バイオ研究シーズを活用した共同研究プロジェクト創出による地域活性化をめざし、産

学官連携のコーディネート、研究者間の交流推進や県内企業のバイオ研究開発を促進し、

新規事業化・事業拡大の取組みを支援します。また、国立がん研究センター、慶應先端

研のがんメタボローム共同研究の推進し、医療・健康関連産業の集積やベンチャー創出

へ向けた取組みを支援します。 

（１）産学官共同研究コーディネート活動の実施 

慶應先端研の先導的なバイオ研究成果を活用した県内企業の事業化を促進す

るため、専門のコーディネーターを配置し、慶應先端研の研究シーズの県内企業

への紹介、企業の事業化ニーズの調査や産学官連携の調整・推進等のコーディネ

ート活動を通じ共同研究による商品開発・新事業創出を支援する。 

（２）産学官研究交流事業の実施 

バイオ関連産学官の連携基盤形成とバイオテクノロジーを活用した産学官連

携による共同研究創出のため、産学官の共同研究成果を紹介する交流会・セミナ

ー等を開催する。 

（３）共同研究シーズ事業化支援事業 

慶應先端研の研究シーズを活用した県内企業の事業化を促進するため、慶應先

端研と県内企業との事業化に繋がる共同研究開発や研究成果品の販路開拓等の具

体的な取り組みを支援する。 

（４）がんメタボローム研究推進支援事業 

地方創生のための政府関係機関の地方移転の一環として国立がん研究センター、

慶應義塾大学先端生命科学研究所が共同で推進する国立がん研究センター・鶴岡

連携研究拠点のがんメタボローム研究プロジェクトを事業実施機関として推進支

援する。 

３－２ 戦略的基盤技術高度化支援事業における研究開発推進事業 

（53,800 千円） 

地域中小企業のものづくり基盤技術の高度化を図るため、国の補助事業の事業管理

機関として、産学官の共同研究体による研究開発と事業化の促進に取り組む。 

 

４ 伝統工芸技術等伝承・活用促進支援事業（265 千円／鶴岡市） 

４－１ 伝統工芸技術保存事業（85 千円） 
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地域伝統工芸のひとつである「竹塗り漆器」の振興と技術伝承のため、鶴岡竹塗り

同好会の研修活動を支援する。 

４－２ 鶴岡お菓子まつり共催事業（180 千円） 

食文化としての地域菓子文化の振興と菓子を視点とした多用なサービス産業創出を

目的に、鶴岡菓子協同組合と「鶴岡お菓子まつり」を共催する。 

 

 

Ⅱ 収益事業 

 

１ 施設管理運営事業（事業費 9,740 千円／鶴岡市） 

起業家支援・産業人材育成等の拠点施設である鶴岡市庄内産業振興センターの指定管

理者として、会議室、研修室、ホール等の施設・設備の貸出業務を行うほか、施設の保

守清掃など効率的な管理運営に努め、一層の利用促進と満足度の高いサービスの提供を

行う。また、起業家育成施設については、各種支援事業の積極的な展開により、起業予

定者の入居を促進し、事業の立ち上げを支援する。 

 

 

Ⅲ 法人運営事業（事業費 11,708 千円） 

 

公益財団法人として今後も関係法令を遵守し責任ある法人運営に努めるとともに、限

りある経営資源を有効に活用しながら、職員の能力や専門性を最大限に活かすため、組

織や人員配置を柔軟に行い、事業の運営にあたっては、業務のＰＤＣＡサイクルを推進

し、効率的・効果的な事業執行に努め、企業活動に有益な情報を受発信し、財団の認知

度と利用者の満足度の向上を図る。 


